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　XSA は、衛星の観測データを保存し、観測提案

者および一般の利用者へ web を通して公開するも

ので、Newton データの一般公開 (2002年4月) に

合わせてサービスを開始しました。予想される全

データの容量は、2T Bytes だそうです。XSA は、

Java をベースにしており、赤外天文衛星 ISO のシ

ステムを XMM-Newton 用に応用して作られまし

た。Java の売りの一つはその拡張性にあるので、短

時間で ISO のシステムから移植・開発できたよう

です。また、ユーザーインターフェースとデータ

ベースのやりとりの部分で、XML (eXetened

Markup Language) を使っているので、別のイン

ターフェースやデータベースへの移植も難しくない

ようです。以下では、利用者がデータを取得するま

での流れにそって、XSA の特徴を紹介します。

1.XSA の起動

　xmm.vilspa.esa.es/xsa からスタートします。

Java-applet がプラグインされたブラウザであれば

簡単に起動できます (図1)。そうでない場合には、

プログラムをダウンロードして Java applet として

ブラウザなしでも全く同じものが起動できます。

Java のもう一つの売りは、OS/プラットホームに

依らないコード化が可能な点です。XSA は、

Solaris、Digital Unix、Linux、Windows、およ

び Mac OS で走らせることができるようです。私

は、Solaris (Java利用)、Linux (Mozilla)、Windows

(IE) で動作を確認しました。起動が終れば、アカウ

ントを作って、ログインすることもできます。アカ

ウントによって、そのデータの観測提案者かどうか

の判断や一般利用者が取得できるデータの制限を管

理しています。

2.検索

　自分が解析したい天体の名前や座標がわかってい

る時には検索は簡単ですが、そうでない場合もあり

ます。例えば、XMM-Newton で公開されている銀

河のうち銀緯が 20度以上でかつ観測時間が 20 ks

以上のものを全て解析したい人がいるかもしれませ

ん。銀緯によって我々の銀河のガスによる吸収や

バックグランドが違うからです。XSA はこのよう

な複雑な検索条件にも対応しています。他にも、観

測された日時、衛星の軌道周期、検出器の観測モー

ドなどによって検索することができます。銀河団に

X線天文衛星 XMM-Newtonのデータアーカイブ

(XSA; XMM-Newton Science Archive)

興味のある私としては、距離やガス温度といった天

体の性質でも検索できると嬉しいのですが、そこま

ではサービスしていない (あるいはできない) ようで

す。図２に検索結果の例を示します。

図1　XSAの検索ページ

図2　XSAの検索結果の例
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1．大型計算機の6月・7月の保守作業の予定

  M:システムメンテナンス

7月の AlphaServer 定期保守予定はありません。

2.大型計算機のリプレースについて

　今年夏の計算機リプレースに、以下の計算機・

端末等が含まれています。

　これらの装置上で使われているプログラム等は、

リプレースまでに他のプラットホームへの移植作

業等が必要となります。

センター側MSP 計算機(GS8300): 撤去となりま

す。後継機は予定されていません。

高機能端末(FMV): 上記MSP計算機の撤去に伴い、

高機能端末も全て撤去となります。買い取りは

出来ません。(本体、ディスプレー等に「fmv99」

で始まるラベルが貼られた装置が該当します)

Alpha サーバ: 後継機は他のプラットホームに変更

予定です。

3.大型計算機関係の相談窓口について

　大型計算機利用上の質問・トラブルなどは高橋

氏・林氏（内線8391）、ネットワーク関係の質問・

トラブルなどは PLAIN センター本田秀之（RN

1261・内線8073)までお願いします。

ホスト名 6月16日(月) 8:00～13:00

VPP800 M

3.Quick Look (QL)

　検索して見つかったデータを自分のサイトに持っ

てくる前に QL することができます。簡単な解析に

よる X線イメージ (図3)、時には X線スペクトル

やライトカーブを見ることができます。Java を

使っている効果でしょうか、これらをイメージファ

イルや FITS 形式で保存することができます。実際

に、これらの QL 結果だけからどんな新しいことが

できるか判断するのは難しいですが、役に立たない

データを削除して、時間の節約にはなると思いま

す。このあたりの何を QL として提供するのかは、

幅広い要求があるので難しいところです。ちなみに

宇宙研の「あすか」衛星の場合には、受信局にいる

担当研究者がその日に観測されたデータに合わせた

QL をおこない、「あすか」チームあるいは観測者に

FAX 送信していました。XMM-Newtonの オンラ

イン上の自動 QL (容易な検索、低コスト) と「あす

か」のような手工業  QL (柔軟性など) の良い点を

合わせたようなシステムがあると便利ですね。 QL

に加え、各観測のプロポーザルのアブストラクトが

あり、その観測による論文 (NASA/ADS) へのリン

クも貼られています。これらはなかなか便利だと思

います。

4.データの取得

　そして最後 (解析のはじまり) はデータを持って

くることです。XSA の場合は、希望する観測、検出

器の種類、あるいはデータの種類 (元データか一次

処理済み) を「買いものかご」に入れ、「リクエスト」

ボタンをクリックします。そうして、しばらく (私

の経験では数分) すると自動的にデータが anony-

mous FTP directory に置かれ、その旨が email で

連絡されます。文献[1]には、FTP 以外にも CD-

ROM 発送も要求できると書いてあります。たしか
(田村 　隆幸)

図3　QLイメージ。 Newton/EPIC による

竜骨座イータ星とその回りの星雲の観測。

に「要求」はできたのですが、少なくとも私は CD-

ROM を受けとったことがありません。

　各種の FAQ や「ガイドツアー」などの文書が

web 上に揃っています。また、email で質問ができ

るヘルプデスクもあります。以上のように XSA は

なかなか立派なユーザーインターフェースを持って

います。実は、我々 DARTS のチームも、このよう

な Java/XML ベースのシステムを構築しようと検

討しているところです(例えば太陽観測のデータベー

ス/SODA; PLAIN ニュース 2002/11)。XSA から

はいろいろと学ぶところがあると思います。

文献[1] Arviset et al. 2002, "The XMM-Newton

Science Archive"(xmm.vilspa.esa.es/external/

xmm_data_acc/xsa/index.shtml)


